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5月の人口の動き

出生男21女34計55
死亡z／6〃13〃19
転入ダ139ダ125／／264
転出心23心07り30

　

世帯数9．909

　

人口43．679

男20．976女22．703

見舞金最高50万円

交通共済が7月発足

　

交通事故は最近激しさを加え、暗く悲

しいニュースの報道さわない日は1日も

ありません。あなたも道を歩いていると

き、車に乗っているとき、いつも事故の

危険にさらされています。

　

不幸にして、災害を受けられた人たち

の助け合いのために、このほど大野市な

ど県下35市町村が団結して交通災害共済

組合をつくり、7月1日から仕事を始め

ることになりました。

　

この組合に加入されますと、年間掛金

　

360円を納めることによって、本人が交

通事故に会ったとき、本へ、またはその家

族に対し、最高50万円の見舞金が支給さ

れます。

　

交通災害共済制度は私たち市民のため

のものです。赤ちゃんから、おとしより

までどなたでも安い掛金で加入できま

す。家族そろって加入しましよう。

　

交通災害共済制度のあらましは次のと

おりです。

○あてはまる交通事故

　

1、自動車、オートバイ、自転車などに

　

乗車中、または歩行中、これらの車に

　

より事故がおこり、死んだり、けがを

　

したとき。

　

2、歩行中踏切道で汽車、電車などに接

　

触または衝突して死んだり、けがをし

　

たとき。

○加入のできる人

　

大野市に庄んでいる人で住民基本台帳

に登録されている人、または外国人登録

されている人

○掛金

　

1人年360円（ことしに限り月割とし

1ヵ月30円）

○共済期間

　

毎年4月1日から翌年3月31日までの

1ヵ年（ことしは7月1日から翌年3月

31日まで）

○災害見舞金

　

1、死亡50万円

　

2、6月以上治療

を要する傷害

　　　　　

10万円

3、3月以上〃

　　　　　

5万円

4、1月以上・〃

　　　　　

2万円

　

5、1週間以上〃5千円

○災害見舞金の請求と受取りかた

　

1、加入者証

　

2、警察署長の事故証明書

　

3、医師の診断書（死亡のときは死亡診

　

断書、または死体検案書と戸籍謄本）

　

を請求書に添えて市役所へ届けると見

　

舞金がもらえます。

○加入申込み

　

6月20日（木）から加入申込みの受付

　

けをいたしますが、加入申込書などは

　

近く区長さんを通じ各家庭に配布いた

　

します

　　

申込書に必要事項を記入し、掛金を

　

添えて、市役所へお申込みください。

立会演説会開催

　

参議院議員通常選挙

1、日時昭和43年6月20日（木）

　　　　　　　

午後8時

2、場所有終南小学校講堂

仕上工事を残すだけ

越前大野城建設工事

　

市民待望の越前大野城建設工事は65％

完了、目下、仕上げを急いでいます。越

前大野城は鉄骨コンクリート瓦ぶき2層

4階建。延面積470．111ri（142．26坪）で天

主閣とすみやぐらからなっています。

　

工事は昨年9月8日からの道路工事、

金森長近公銅像の移転先整地から始まり

その後送電、給排水工事が進められ、10

月には本体の工事にかかり、コンクリー

ト打込みは11月から始められました。

　

本年4月15日にはこれらの躯体工事が

全部終り。現在、プレキャストコンクリー

トたるきの取り付け、左官工事、塗装、金

具の取り付け、屋根瓦ぶき、石垣や木工

工事等の仕上げ工事を行なっています。

　

この工事は6月末完成を目ざしており

落成式は8月中旬の予定で各種行事の開

催について近く打合せすることになって

います（写真は仕上げを急ぐ越前大野城）

年4回に変わる

　　

選挙人名簿登録

　

公職選挙法の一部が改正され、選挙人

名簿、不在者投票制度についての改正規

定は本年6月1日から施行されることに

なりました。

　

選挙人名簿への登録は従来の2年回か

ら4回（3、6、9、12月）に、不在者投票

については、都道府県の選挙管理委員会

が指定する身体障害者更生援護施設およ

び保護施設においても不在者投票をする

ことができます。

　

その他選挙運動および政治活動につい

ても改正されました。詳しいことは選挙

管理委員会にお問い合わせください。
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国体ムード盛りあげ
旗リレー試走会

旗りしーコー1又

　

福井国体もあますところ100日余とな

り各部では大会に備え全力をあげて諸準

備を進めています。

　

大野市実行委員会旗リレー専門委員会

では、去る5月4日旗リレーの担当者を

集め、正しい走り方、旗の引継ぎの要領

等について練習会を開き、いよいよ6月

9日第1回旗リレー試走会を行ないます

　

このため、当日関係者が市内の中継地

点に集合、午前8時30分、花山トンネノレ

出口から試走をはじめます。

　

旗リレーに参加する大野市の隊員は女

子11名を含む231名で、区間は11区間で

す。旗リレー隊員の内訳は中学生の122

名、小学生の25名、高校生の42名（女子

5名）青年団の21名（女子4名）、市体育

協会の21名です。

　

旗リレーの1隊は21名で、先頭隊2名

隊長1名、大会旗保持者6名、護衛隊12

名により編成されています。

　

走者は胸に国体マーク入りのシャツに

はち巻といういでたちで、決められた速

度（毎時10蝋）で大会旗を運ぶことにな

っています。

　

（図は旗リレーコース）

　

番号は中継地点①花山トンネル出口

②赤尾石油中野スタンド③大野市役所

前④国鉄勝原駅前⑤猿カ谷⑥中休

⑦君ケ代僑⑧市民会館前⑨五条方旧

分校前⑩上庄小学校⑥旧市営農場前

⑩福井銀行大野支店前⑩中津川駅前

図下荒井橋づめ

家庭の日……6月16日

　　　

6月のテーマ

わが家に

　　　

国体花壇をつくろう

花市活況を呈す

　　　

まちの美化運動

　

福井国体大野市実行委員会市民運動部

では市婦人会の協力を得て、去る5月5、

6日の両日、大野公民館前、14、15日の

両日には朝日生命保険会社前で花市を開

きました。

両回とも氏神祭礼日であった関係もあり

ますが、花いっぱい運動の大きな盛り上

がりから花市は早朝から活況を呈し、午

前中にほとんど売れ切れるほどの繁盛ぶ

りでした。

（写真は活況を呈した花市）

つ
1C
こ

罰
則
逼
用
に
ふ
み
き
ろ

ご
み
を
川
に
捨
て
る
な

　

公共地域や河川・用

水路にごみを捨てない

ようたびたびお願いし

てきましたが実効があ

りません。

　

一部の人の非協力が

全市民の恥となり、大

きな迷惑となっており

ます。

　

まちをきれいにする

上からも、さらに大切

な非常用水の確保上か

らも、今後はやむなく

法の力による取り締ま

りを行なわねばならな

いことになりました。

　

昼夜を問わず抜打ち

パトロールを強化し悪

質不法な゛ごみ捨て人、

には清掃法または消防法等の罰則を適用

し告発することになりました。

　

こんご絶対に捨てないことと共に、悪

質不法な゛ごみ捨て、、を見かけた際には

その人の氏名、捨てた時と所などを市の

保険衛生課または消防署にお知らせくだ

さるようお願いします。

火災ゼロ

　

6月の防火目標

　

消防署の年間防火運動計画により、6

月は次ぎの2つを重点として市民防火運

動が推進されます。特に国体を間近かに

控え全市民あげて火災ゼロにつとめまし

よう。

　

・火災の危険をなくする

　　

（自主検査をすること）

　

・消防施設を大切にする

　　　

（防火用水、消火栓付近の道路には

　　

障害物を置かないこと）

　

サイレンで合図

ダム放流による増水にご注意

　

これまで富田発電所ダムの放流時には

サイレンを鳴らして警告していましたが

西勝原第3発電所仏原ダムの完成により

こんごは同ダムの放流時に警報すること

に変更されました。

　

サイレンが鳴るのは、仏原（約10分前）

東勝原（約O分後）、富田発電所（約15分

後）、松原出（約30分後）、壁倉（約50分

後）の5ヵ所（これまでは2ヵ所）とな

っています。

　

またサイレンを鳴らす5分前には、仏

原ダムから竜仙橋間の九頭竜川ぞいに警

報車で警告して回ることになっています

　

同川流域の方や、仕事にでかける方は

ダム放流による増水に充分注意してくだ

さい。（北陸電力大野電力所）

今月の納税

市民税第1期分



1968．6．1 市政大野 第168号（3）

2割増産5割省力
反収日本―米づくり運動

　

一割増収、3割省力を目標に展開さわ

た米づくり運動は、早くも第2年目の昭

和42年度において27万8．500俵出荷され

当初の目標25万俵を大きく突破という好

記録を収めました。

　

昭和43年からはこの運動を更に発展さ

せ、近い将来「反収日本一」の実現を目

標として、効率高い米づくりを推進する

ことになりました。

　

それには従来の個別経営から集団生産

体制への近代化を進める中で、全体とし

ての生産性を高めてゆくことが当面の課

題とされ「豊かで楽しい近代的文化生活

ができるような農業の確立」を最終的な

ねらいとしております。

　

大野市ではすでに各農業協同組合、農

業改良普及事務所など関係者による新し

い農業総合指導推進会議が設置され、緊

密な協調のもとに指導の一元化を図って

農協一部落農家組合の縦の体系整備の

中で実践にうつしていただくことになり

ました。

　

生産目標……反収530キロ

　　　

水稲計画面積収最（lOa／kg）生産最43年度3，716加53019．695t

　

？？

50年度3，500加60021．000t（35万俵）

（昭和42年度実績福井県481印全国12位

全国平均453K9）

　

省力目標……反当18．5人

　

昭和50年平均反当り労働時聞を現在の

5割に省力する。

　

これには今後個人作業り共同又は請負

作業と共に、土地改良による基盤整備の

促進はますます続けなければならない。

現在の労働は10a当り20人ですが、これ

を43年度は10αあたり18．5人とし、昭和

50年は10α当り8人目標とします。

○稲作生産の組織化一

　

個別経営のワク内では労働生産性の向

上におのずから限界があり過剰投資とも

なる。これからは地域全体としての生産

性の向上を実現する生産体制（集団栽培

など）づくりを進め、土地利用など経営

組織の合理化と経営規模拡大に結びつく

ものにしたい。

　

このため部落座談会を開き趣旨の徹底

と技術普及をはかりたい。

　

（農薬の使用規制）

淡水魚族の被害をなくするためP．C．P

等猛毒性の農薬は河川に絶体流さないよ

うにしよう。

市街地の道路舗装

　　

1．204メートル完成

　

市では計画に基づき市街地の道路舗装

を行なっていますが、42年度は752万円

を投じ1，204房を舗装しました。

　

その区間は三番通り上から市役所まで

の199房、大野土木出張所前から水落町

までの522m、本町通り下から亀山公園

北口までの191．5房、円徳寺横から旧末

吉町までのmm、木爪川（向島地係）

から神明五差路までの50s、寺町通りか

ら円和寺までの67．5堺がアスファルト舗

装道路になりました。

　

市街地の市道で舗装を要する面積は

217．100；；／となっていますが，その23％

にあたる49，866虜の市道が舗装済みとな

りました。

　

ことしは七間線の国鉄踏切からバイパ

スまでの道路など舗装します。

　　

（写真は舗装完成した三番通り上）

　　

青少年映画鑑賞会

とき6月30日午前8時30分

ところ亀山座

上映映画この命つきるとも

　　　　　

団体列車

南佼の前に歩道新設

こどもを交通事故から守る

　

市ではこどもを交通事故から守るため

有終南小学校前と西側にアスファルト歩

道を新設しました。

　

総工費は93万円で3月末に着工、この

ほど完成しました。

　

幅員はl．3mで総延長202房です。

　　

（写真は歩道を行くよい子たち）

週］E：夏蚕

宝慶寺（宝慶寺）

　　

開山寂円禅師は宋

　

の高僧で、永平寺の

　

開山道元禅師の徳を

Lかー、て実如に省元

遷化の後は、この霊峰銀杏峯のふも

とに入り石上に座禅したということで

す。

　

弘安2年（1278）下野守藤原氏が、

寂円の姿をみて帰依尊信の念をおこし

堂を建てて寂円を開山に迎えました。

　

「宝慶」という寺号はその頃の宋の年

号です。

　

天正の兵乱で本堂等が焼けましたが

織田信長、松平秀康の寺領寄進があり

永平寺の助力も得て復興されました。

　

市外地から10λ・余り、山深く水清ら

　　　

じんかに俗塵を離れた霊域は、日本曹洞第

二道場にふさわしいところです。

　

寺には、宋から伝来した仏画をはじ

め県や市の文化財が数多く保存されて

います。（写真は宝慶寺山門）

あほなこっちや

アホナコッチヤ

　　

「掛金1日1円交通災害共済」

急にお呼び力幼へるようになりました

　　　　　　　　　　

－1円硬貨－
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交通環境の整備図り

　　

道路パトロールを実施
交通

　

道路交通環境整備委員会

では、5月16日午後2時か

ら、市街地における主な道路20㎞を道路

パトロールしました。

　

最近、激発する交通事故は大きな社会

問題となり、いまや非常事態にたちいた

りました。このため、道路管理者、関係

団体が交通安全施設の増設をはじめ交通

環境の整備改善を実施し、事故防止にあ

たろうというのがネライです。

　

この日は道路交通環境整備委員、およ

び関係者35名がマイクロバス2台に分乗

市街地の危険と思われる12ヵ所を実地検

分しました。

　

このたびのパトロールの主な内容は通

行制限、道路改良、保安設備の整備、駐

車場、道路の不法占きよとうに重点が置

かれました。

　

その結果、保安設備の整備については

神明交差点など7ヵ所があげられ、安全

鏡、信号機、検問所の設置を検討し、事

故防止にあたることになりました。

　

道路改良については、交差点等におけ

る隅み切りがあげられました。駐車場に

ついては、昨年設置した石燈ろう駐車場

を調査し、その運営を検討することにな

りました。また新町に設置予定の駐車場

敷地についても調査研究することになり

ました。

　

道路不法占きよについては自転車店、

魚店、パチンコ店等が問題になり、その

善処方が強く要望されました。一方、道

路幅の狭いところにおいては用水路のフ

タの設置を検討することになりました。

　

このパトロールはこんごも引き続き行

ない、交通安全施設の整備拡充と交通環

境の整備改善にあたります。

（石燈ろう駐車場を見る委員）

毎月第2火曜日

交通事故相談所を開設

　

県では激増する交通事故の被害者救済

対策として、毎月の第2火曜日、市役所

において移動交通事故相談所を開設し相

談に応じています。

　

相談の内容は被害者からの損害賠償、

更生援護等ですが、相談内容によっては

指導、助言も行ないます。

　

これらのことがらについてはいっさい

秘密が守られていますから安心してご利

用ください。料金は無料です。

原付自転車税の改正

　

今年の4月から地方税法の改正により

軽自動車税のうち原動機付自転車（50CC

～125CCまで）に対する課税方式が改正

されました。

　

従前は4月1日以降に購入又は廃車さ

れますと、月割により課税又は還付され

ましたが、今回の改正で4月2日以降に廃

車した場合は課税されますが、4月2日以

降に購入の場合は課税されません。

日本脳炎予防接種
6月4日1．00～2．00富田公民館

　　

5日1．00～2．00下庄公民館

　　　

／／1．00～2．00乾側小中学校

　　

6日1．00～1．30森目小学校

　　　

／／2．00～2．30蕨生小学校

　　　

”1．00～2．00小山公民館

　　

7日1．00～2．00大野公民館

　　

14日1．00～2．00大野公民館

　　

18日1．00～2．00上庄公民館

　　

21日1．00～2，00大野公民館

　　

25日1．00～1．30上庄公民館

成人病検診日程
6月10日10．00～11．00六呂師公民館

　　

”1．00～2．30伏石公民館

　　

11日10．00～11．00宝慶寺小学校

　　

z／1．00～2．30若生子小学校

　　

12日1．00～2．00阿難祖分校

　　

”2．30～3．30小山公民館

　　

13日11．00～12．00蕨生小学校

　　

”1．30～2．30富田公民館

　　

z／3．00～3．30森目小学校

　　

17日11．00～12．00木本分校

　　

／／1．30～2．30五条方集会所

　　

”3．00～3．30吉分校

　　

18日1．00～2．00旧中保分校

　　

z／2．30～3．30城東会館

　　

19日1．00～2．30下庄公民館

　　

20日9．00～11．00大野保健所

　　

”1．00～3．00z／

　　

24日1．00～3．00〃

　　

25日1．00～2．00乾側公民館

　　

26日1．00～2．00五箇公民館

風見鶏

　

か
っ
て
村
山
南
極
越
冬

隊
長
が
東
京
で
、
大
野
の

荒
島
岳
や
銀
杏
峰
を
は
じ

め
周
囲
の
山
々
を
賞
讃
し

た
こ
と
を
知
っ
て
び
っ
く

り
し
た
。
も
ち
ろ
ん
実
際

に
踏
破
さ
れ
た
事
実
の
上
で
の
話
で
あ
る
。
そ

れ
く
ら
い
わ
が
郷
土
大
野
は
、
山
紫
水
明
の
地

で
あ
る
。
▼
と
こ
ろ
が
最
近
特
に
市
民
の
川
に

対
す
る
公
共
性
や
道
徳
心
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
川
に
平
気
で
ゴ

ミ
を
捨
て
る
無
知
厚
顔
に
対
し
て
罰
則
適
用
5

ん
ぬ
ん
が
報
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
は
な
は
だ
残

念
な
こ
と
で
あ
る
。
▼
最
近
目
ざ
ま
し
い
消
費

ブ
ー
ム
の
裏
に
ゴ
ミ
の
量
は
急
激
に
増
加
し
た

ど
の
都
市
で
も
焼
却
施
設
や
そ
れ
に
伴
う
経
費

は
実
に
大
き
い
。
当
市
に
お
い
て
も
年
間
ざ
っ

と
一
千
万
円
だ
が
、
川
な
ど
き
れ
い
に
な
る
ど

こ
ろ
か
む
し
ろ
よ
ご
れ
た
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。
▼
か
っ
て
川
は
住
民
の
信
仰
の
場

所
で
あ
っ
た
。
飲
料
水
の
源
泉
と
し
て
の
川
は

絶
体
神
聖
視
さ
れ
、
そ
れ
は
最
近
ま
で
続
い
た

し
か
し
文
明
の
発
達
は
川
の
価
値
を
大
き
く
高

め
る
と
共
に
、
反
面
道
義
的
に
は
い
ち
じ
る
し

く
低
下
さ
せ
た
。
「
ゴ
ミ
や
不
要
物
は
川
へ
」
と

い
う
不
徳
不
法
な
一
部
市
民
の
行
為
が
、
ま
ち

の
美
観
を
傷
つ
け
る
と
と
も
に
、
水
不
足
や
洪

水
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
伝
染
病
の
伝
染
動

脈
と
も
な
る
。
▼
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
川
の
流

れ
の
清
ら
か
さ
は
流
域
の
住
民
の
人
情
を
語
り

子
供
た
ち
に
無
言
の
教
訓
を
与
え
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
飛
騨
高
山
市
の
宮
川
の
清

流
は
、
子
供
た
ち
に
コ
イ
や
フ
ナ
や
金
魚
を
放

流
し
て
、
自
然
に
守
り
育
て
る
こ
と
を
教
え
た

事
実
は
そ
の
よ
い
例
だ
。
▼
最
近
の
個
人
の
住

宅
や
庭
園
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
た

の
に
公
共
性
の
道
徳
が
す
た
れ
た
と
す
れ
ば
マ

イ
ホ
ー
ム
主
義
の
危
弱
な
未
熟
性
を
思
う
。
罰

則
適
用
が
報
ぜ
ら
れ
た
が
そ
の
必
要
が
な
く
な

っ
て
引
き
こ
め
た
。
と
い
う
通
達
が
町
内
に
ま

わ
さ
れ
ま
し
た
。
と
い
う
朗
報
の
夢
が
正
夢
で

あ
る
よ
う
に
祈
っ
て
や
ま
な
い
。
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